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研究成果の概要（和文）：咽頭の付着物は、HE染色陽性の変性した重層扁平上皮で、粘液はすべてMUC7染色陽性
だった。咽頭の付着物は、重層扁平上皮の口腔粘膜由来であることが示唆された。経管栄養患者における咽頭の
付着物の存在と関連がみられたのは、口腔の剥離上皮膜であった。口腔の剥離上皮膜の形成予防は、咽頭の付着
物の形成予防になることが示唆された。
咽頭の付着物は、肺炎起炎菌に影響を与えていないことが示唆された。口腔粘膜を保湿した時は、口腔の剥離上
皮膜の形成率が56.3％，咽頭の付着物が6.3％であった。口腔の剥離上皮膜がない者は咽頭の付着物はなかっ
た。口腔粘膜のケアにより咽頭の付着物の形成予防につながることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Pharyngeal deposits were denatured stratified squamous epithelium positive 
for HE staining, and all mucus was positive for MUC 7 staining.　 It was suggested that pharyngeal 
deposits were derived from the oral mucosa. The deposits on the pharyngeal mucosal surface was 
associated with the presence of membranous substances on the oral mucosa of the patients with tube 
feeding.　It was suggested that the prevention of formation of membranous substances on oral mucosa 
prevents the formation of pharyngeal deposits.It was suggested that pharyngeal deposits did not 
affect the bacteria causing pneumonia.After moisturizing the oral mucosa, the formation rate of 
membranous substances on oral mucosa was 56.3%, and the deposits on the pharyngeal mucosal surface 
was 6.3%.The patients without the membranous substances on oral mucosa didn’t find the deposits on 
the pharyngeal mucosal surface. It was suggested that the oral mucosa care would prevent the 
deposits on the pharyngeal mucosal surface. 
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１．研究開始当初の背景 
 経管栄養の要介護高齢者の咽頭には、痰に
類似した汚染物をみることがある。要介護高
齢者は咳をしておらず、気管から喀出された
所見がないにもかかわらず、嚥下内視鏡検査
を実施すると咽頭に汚染物を認める。咽頭の
汚染物は、声門を塞ぐように存在することが
あり、窒息の危険性がある。しかしながら、
咽頭の汚染物が痰であることを検証した報
告は、国内外で認められない。咽頭の汚染物
を病理学的に評価したものはなく、細菌感染
の状態も解明されていない。また咽頭の汚染
物の形成要因を分析した報告もない。口腔の
剥離上皮と咽頭の汚染物が関連しているこ
とが認められれば、口腔ケアが咽頭の清潔に
つながり、全身の健康に寄与する可能性があ
る。 

 
２．研究の目的 
①咽頭の汚染物の病理学的な所見から由来
を解明する。②咽頭の汚染物がある者とない
者の細菌叢を比較し、肺炎に関連するか否か
について検討する。③咽頭の汚染物の形成予
防のために咽頭汚染物の形成要因を抽出す
る。④咽頭の汚染物に対して介入調査により
予防法を検証する。 
３．研究の方法 
①対象は、病院入院中の経管栄養者 34 名（81
±9 歳）であった。口腔の剥離上皮膜をピン
セットで採取した。咽頭の汚染物は、吸引チ
ューブあるいはピンセットで採取し、HE染色、
MUC2 染色、MUC７染色を行い、評価した。 
②調査対象者は経管栄養の要介護高齢者１
０名（80±6 歳）であった。調査方法は、口
蓋、舌、咽頭を滅菌スワブで 20 回擦過し、
16S rDNA の V3-V４領域の解析を行った。 
③経管栄養の 27 名（81.1±9.3 歳）が調査対
象者であった。患者背景と口腔内所見の 12
項目と咽頭汚染物との関係性を単相関によ
り検討した上で決定木分析により探索した。 
④対象は柿木分類の1度以上の経管栄養者20
名（83±13 歳）であった。16 名に対して 1
日 2回の粘膜ケアを 1週間継続し、咽頭の汚
染物の形成状態を内視鏡検査で確認したう
えで採取し、病理組織所見を観察して角質変
性物を認めたものを咽頭の汚染物と判定し
た。口腔ケアは、ジェル使用、水使用の 2種
類を 1種看護とに同一対象者へ実施し、口腔
の剥離上皮膜と咽頭汚染物の形成状態を評
価した。 
 
４．研究成果 
①すべての検体で口腔の剥離上皮膜と咽頭

の汚染物に気道由来のムチンは認められな
かった。口腔の剥離上皮膜と咽頭の汚染物は、
口腔由来であることは示唆された。 
 
 

 
②経管栄養の要介護高齢者の咽頭から
Neisseria（平均 30.9％）が最も多く検出さ
れた。咽頭の汚染物の有無で有意差が認めら
れなかった。つまり咽頭の汚染物は、肺炎起
炎菌に影響を与えていないことが示唆され
た。 
 
③12 項目のなかで咽頭汚染物と関連が認め
られたのは、舌背の湿潤度（P=0.004）と口
腔の剥離上皮膜（P=0.001）であった。 咽
頭の汚染物の形成要因として抽出されたの
は、12 項目中 1項目のみで口腔の剥離上皮膜
の有無であった。口腔の剥離上皮膜の形成予
防が咽頭の汚染物の形成予防につながる可
能性が示唆された。 



 
 
④1 週間のジェル使用による咽頭の汚染物の
形成者は 6.3％，水使用は 12.6％で有意な差
が認められなかった。咽頭の汚染物形成には
1 週間以内に認められることがあるが、多く
は 1 週間以上の期間を要すると考えられた。
1 週間の粘膜ケアで口腔に剥離上皮膜を形成
しなかった者は咽頭にも汚染物を形成しな
かった。つまり粘膜ケアにより剥離上皮膜の
形成を予防することが咽頭の汚染物形成予
防につながることが検証された。 
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